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HIKIKOMORI‒social withdraw‒has been a significantly eye―catching issue in contemporary 
Japan. The purpose of this article is to elucidate the ongoing process of being HIKIKOMORI 
through discourse with the young to understand the internal HIKIKOMORI life. This investigation 
consists of semi―structured interviews with 9 young people living the HIKIKOMORI lifestyle, 
and answers were analyzed based on the Modified Grounded Theory Approach（M―GTA）. We 
made a hypothetical chart of the HIKIKOMORI process using this analysis. In addition, we focus 
on the fact that young HIKIKOMORI often have the thought “I should be on normal” and we 
analyzed some of the conflicts resulting from that. As a result, we found that young HIKIKOMORI 
would be able to free themselves from the thought of “I should be normal” little by little, if they 
eventually are able to cope with the idea of normal.





































































































A 35 歳 男 高校卒業 サポステ
B 23 歳 男 高校中退 サポステ
C 36 歳 男 専門学校中退 サポステ
D 36 歳 男 高校卒業 サポステ
E 39 歳 男 大学卒業 サポステ
F 31 歳 男 専門学校卒業 サポステ
G 36 歳 女 高校卒業 サポステ
H 21 歳 女 高校卒業 サポステ


























































































































































































かで彼らは，「“ 普通 ” 像から離れることへの不
安」や，「“普通 ” ではないことへの焦り」を感じ，
葛藤し，苦しみつつも，「“普通 ” を望んでいる」






























































ここで言う “ 普通 ” とは，個々人がそれぞれ
にイメージしている，自己のなかの “ 普通 ” 像
である。つまり，〈“ 普通 ” への囚われ〉とは，
そのような，人々がそれぞれに自己のなかで抱
いている “ 普通 ” というイメージに囚われてい
ることを示す。〈“ 普通 ” への囚われ〉が強けれ
ばその分，自己は “ 普通 ” でなければならない
と思いこみ，自己をその一元的な “ 普通 ” 像と
比べやすくなる。
しかし，そもそも “ 普通 ” の人などいるのだ























以上のような，〈“ 普通 ” への囚われ〉は，誰
のなかにも存在する可能性があり，ひきこもる
若者やその親に限定される現象ではないだろう。




もるプロセスにおいて，〈“ 普通 ” への囚われ〉
がどのような葛藤を彼らにもたらし，また再び
社会に向かっていくプロセスの中でどのように
彼ら自身が “ 普通 ” と付き合っていくのかを検
討することは，彼らの内的世界をより理解する
ために重要な手がかりになると考えられる。
4―1　“ 普通 ” が使われる 2つの文脈












































































と，実際には到達することのできない “ 普通 ”
との距離の間で，葛藤を抱えながらも，日常生
活を営むなかで自己が持つ “ 普通 ” と対峙し，
他者や社会に向き合おうとする。そのプロセス
には，“普通 ” に囚われ，葛藤や焦りをもつ彼ら
の姿が見られるとともに，“ 普通 ” を問い直し，
自分の価値観を模索するきっかけをも見出すこ
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とができるのではないだろうか。例えば，Aさ
んの語りには，“普通というのが何をもって普通
というのかというのは ” と，“ 普通 ” とは何かと
いう問いかけが見出される。
4―2　〈“ 普通 ” への囚われ〉の諸相
本節において，さらに詳しく〈“普通 ” への囚






4―2―1　“ 普通 ” 像から離れることの不安
彼らは，他者との関係性を紡ぐことの困難を
感じ，他者との距離を広げたいと思う一方で，“学
校に行く ” あるいは “ 友達がいる ”，“ 仕事をし











































けいに “ 普通 ” に縛られるばかりで，彼らが，
自己と向き合い，自己のありのままを認めるこ















4―2―3　 “ 普通 ” への囚われからくる他者との
関係性を紡ぐ困難




























4―2―4　“ 普通 ” を望んでいる




に強い憧れを持つ。Cさんは，“ 普通 ” に父親の
ようなサラリーマンのような，“何の問題もなく
過ごしたい ” という思いを強く持っていたと語
る。つまり，彼にとって “ 普通 ” とは，何の問
題もなく過ごすことができる状態として認識さ
れていた。










彼らは，到達することのできない “ 普通 ” を自
己に要求しているのである。
しかし，実際に，彼らが望んでいる穏やかな
心境に辿りつくためには，彼らは “ 普通 ” へ向
かうのではなく，反対に，強い “ 普通 ” への囚
われから少しずつ解き放たれる必要があるので
ある。そのために重要となるのが，〈“ 普通 ” と
の折り合い〉という概念である。
4―3　ひきこもる若者と “普通 ” との折り合い
4―3―1　〈“ 普通 ” との折り合い〉







でつくられ，崩され，を繰り返す “ 普通 ” 像を
少なからず持っている。そして，私たちは各々，
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〈“ 普通 ” との折り合い〉という視点から実際の
ひきこもり支援について言及を行う。





指摘する。そして，彼は，この “ 普通 ” の問い
直しのための居場所の 2つの学びとして，①ひ
きこもりの若者たちが，自ら幻想的につくりあ
げている “ 普通 ” の社会像に圧倒されることな
く現実の社会と出会っていけるようになるため
の，社会参加の学びと，②若者たちから就労意










































































取り組みのなかで，〈“ 普通 ” との折り合い〉が
重要となることを指摘した。
最後に，本論のなかでは，〈意味ある他者との
出会い〉や家族が持つ “ 普通 ” への囚われ，そ
して，“普通 ” への囚われを現代社会の競争との
関係で言及することも十分にはできていない。
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